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衆
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員
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一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
事
例
の
�
及
び
�
に
つ
い
て
は
、
不
適
切
な
経
理
区
分
に
基
づ
く
支
出
や
不
必
要
な
支
出
で
あ
っ
た
と
の
会
計

検
査
院
の
指
摘
を
受
け
て
い
る
が
、
財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
上
の
予
算
の
流
用
に
は
当
た
ら
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。

御
指
摘
の
事
例
の
�
に
つ
い
て
は
、
不
適
切
な
支
出
で
あ
っ
た
と
の
会
計
検
査
院
の
指
摘
を
受
け
て
い
る
が
、
刑
事
告
訴

の
対
象
と
な
る
行
為
で
あ
っ
た
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
御
指
摘
の
事
例
の
�
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
事
実
関
係
を
調

査
中
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
事
例
の
�
に
係
る
留
学
生
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
年
十
二
月
に
国
立
大
学
法
人
東
京
大
学
を
退
学
し
帰
国
し

た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
当
該
留
学
生
が
在
留
資
格
を
失
効
し
た
以
降
の
期
間
に
お
い
て
、
国
費
外
国
人
留
学
生
と
し
て
支
給
さ
れ
た
給
与

に
つ
い
て
、
現
在
返
納
に
向
け
た
手
続
を
進
め
て
い
る
。

一



三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
事
例
の
�
に
係
る
ネ
パ
ー
ル
人
に
つ
い
て
は
、
失
踪
後
直
ち
に
国
際
労
働
関
係
交
流
事
業
の
委
託
先
で
あ
る
財

団
法
人
国
際
労
働
財
団
か
ら
麹
町
警
察
署
へ
報
告
す
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
う
ち
一
名
に
つ
い
て
は
、

失
踪
し
た
日
か
ら
十
四
日
後
に
帰
国
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
一
名
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
所
在
不
明
の
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
事
例
の
�
に
係
る
事
業
の
終
了
後
も
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
政
府
に
よ
る
シ
ャ
コ
ガ
イ
の
種
苗
生
産
は
継
続
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
当
該
事
業
に
よ
り
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
政
府
か
ら
漁
業
者
に
無
償
で
シ
ャ
コ
ガ
イ
種
苗
を
配
布
し
、
当
該

漁
業
者
に
よ
っ
て
養
殖
さ
れ
た
シ
ャ
コ
ガ
イ
の
一
部
が
、
事
業
終
了
後
に
州
政
府
に
引
き
渡
さ
れ
、
保
護
区
に
放
流
さ
れ
て

お
り
、
シ
ャ
コ
ガ
イ
の
資
源
保
護
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
成
果
が
上
が
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

本
年
十
月
八
日
に
会
計
検
査
院
長
か
ら
参
議
院
議
長
に
対
し
て
報
告
さ
れ
た
「
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産

省
、
経
済
産
業
省
及
び
国
土
交
通
省
所
管
の
政
府
開
発
援
助
に
関
す
る
会
計
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
は
、
計
四

二



十
件
の
事
例
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
法
律
等
に
違
反
し
又
は
不
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
な
ど

が
あ
る
場
合
に
は
、
今
後
、
平
成
十
九
年
度
決
算
検
査
報
告
に
掲
記
さ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

六
及
び
七
に
つ
い
て

今
回
の
よ
う
な
事
案
が
生
ず
る
原
因
に
つ
い
て
は
、
予
算
執
行
主
務
官
庁
に
お
い
て
、
今
後
、
必
要
に
応
じ
て
、
更
に
調

査
な
ど
を
行
い
、
そ
の
結
果
も
踏
ま
え
、
再
発
の
防
止
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。
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